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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

第
２
期
本
庄
市
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
令
和
６
年
度
を
初
年
度

と
す
る
「
第
２
期
本
庄
市
自
殺
対
策

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
基
本
理
念
「
誰
も
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
ま

ち　
本
庄
」
実
現
の
た
め
、
総
合
的

な
自
殺
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

閲�

覧
場
所　
市
政
情
報
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
市
政

情
報
閲
覧
室
（
市
役
所
４
階
）、

健
康
推
進
課
（
本
庄
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）、
市

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
健
康
推
進
課
☎
24
‐
２
０
０
３

本
庄
市
産
業
振
興
計
画
を
策

定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
令
和
６
年
度
を
初
年

度
と
す
る
「
本
庄
市
産
業
振
興
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
市
・
事
業
者
・
経
済
関
係
団

体
・
教
育
機
関
・
市
民
が
協
働
し
、

産
業
振
興
施
策
を
総
合
的
か
つ
効

果
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
市
が
取
り
組
む
事
業
の

進
捗
を
毎
年
度
検
証
し
、
２
～
３
年

ご
と
に
事
業
所
・
関
係
団
体
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
計
画

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

閲�

覧
場
所　
市
政
情
報
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
市
政

情
報
閲
覧
室
（
市
役
所
４
階
）、

商
工
観
光
課
、
市

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

公
共
交
通
で
市
内
を
巡
っ
て

み
ま
せ
ん
か

　
は
に
ぽ
ん
号
で
巡
る
【
美
し
す
ぎ

る
桜
並
木
「
こ
だ
ま
千
本
桜
」「
雉

岡
城
跡
」】
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作

成
し
ま
し
た
。
春
の
お
散
歩
に
お
出

か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社 羽賀商店 埼玉県本庄市栄3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（対応地域：美里町・伊勢崎市）
（一都六県）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

見積
無料 リユース・リサイクル品

＼あればお値引き可！／
ドライバー
正社員募集
ドライバー
正社員募集
詳しくは
お問い合わせください

〈
広
告
〉

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
支
給
制
度

　
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を

要
す
る
在
宅
の
方
に
、
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

〇
障
害
児
福
祉
手
当

対�

象　
20
歳
未
満
の
市
内
在
住
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
の

一
部
の
方
、
ま
た
は
療
育
手
帳

Ⓐ
相
当
の
方

・�

精
神
障
害
や
血
液
疾
患
等
で
右

記
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
ま

○
縦
覧
に
つ
い
て

縦�

覧
期
間　
４
月
16
日
㈫
～
30
日
㈫

縦�

覧
場
所　
①
市
都
市
計
画
課
、

支
所
環
境
産
業
課
、
県
都
市
計

画
課
、
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
、

②
、
③
市
都
市
計
画
課
、
支
所

環
境
産
業
課

※
内
容
は
市
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

○
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
者
及
び
利
害
関

係
者

提�

出
方
法　
意
見
書
を
郵
送
ま
た

は
直
接
縦
覧
場
所
へ

※
意
見
書
は
縦
覧
場
所
及
び
市
・
県

で
配
付
。
①
に
つ
い
て
は
、
埼
玉

県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ
ス
か
ら
提

出
可
。
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
市
都

市
計
画
課
宛
に
で
提
出
可
。

提�

出
期
限　
４
月
30
日
㈫　
午
後

５
時
15
分
（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★����

①
②
③
に
つ
い
て
：
市
都
市

計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６
・

tosikei@
city.honjo.lg.jp

、
①

に
つ
い
て
：
県
都
市
計
画
課
☎

０
４
８
‐
８
３
０
‐
５
３
４
３

年
の
所
得
に
よ
る
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

★�

障
害
福
祉
課
☎
25
‐
１
１
２
５
・

23
‐
１
９
６
３

児
玉
都
市
計
画
〈
変
更
案
〉

の
縦
覧
を
行
い
ま
す

変
更
内
容

①�

都
市
計
画
道
路
の
変
更
【
県
決

定
】（
３・
４・
２
号
中
央
通
線

の
一
部
変
更
）

②�

都
市
計
画
道
路
の
変
更
【
市
決

定
】（
３・
４・
７
号
駅
東
通
線

及
び
３・４・８
号
本
町
下
町
線

の
全
線
廃
止
）

③�

用
途
地
域
の
変
更
（
児
玉
町
児

玉
地
内
）

た
は
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
。

手�

当
額　
１
万
５
６
９
０
円（
月
額
）

○
特
別
障
害
者
手
当

対�

象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の

障
害
が
２
つ
以
上
、
ま
た
は
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院

等
に
入
院
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。

手�

当
額　
２
万
８
８
４
０
円（
月
額
）

〈
共
通
注
意
事
項
〉

・�

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
診
断
書

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・�

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
前

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

★市民課☎25-１２４６
　４月、５月は引越し等の手続きで、市民課窓
口が大変混雑します。マイナンバーカードをお
持ちの方は、住民票の写しや印鑑登録証明書等
の各種証明書をコンビニエンスストアで取得す
ることができます（一部の証明書は窓口よりも
安く取得できます）。
用�意　�マイナンバーカード（または、電子証明
　書を搭載済のスマートフォン）、利用者証明　
　用電子証明書の４桁の暗証番号
対�象店舗　�マルチコピー機を設置しているコ
　ンビニエンスストア
受�付時間　�午前６時30分～午後11時（年末
　年始、メンテナンス日を除く）
※戸籍証明書及び戸籍の附票の写しのみ平日
午前９時から午後５時まで。

取得できる証明書 コンビニ交付手数料 市窓口手数料

住民票の写し 150円 200円

印鑑登録証明書 150円 200円

戸籍証明書 450円 450円

戸籍の附票の写し 150円 200円

所得課税証明書 150円 200円

納税証明書 150円 200円

コンビニ交付をご利用ください

�市長コラム

本庄市長

���しんげの一言メッセージ

能登半島地震被災者のお話を伺う
　能登半島地震の発生から３か月となりました。３月
４日、被災し本庄市に避難されている保下（ぼうした）
さんご一家が市役所にお越しくださり、お話を伺いま
した。
　輪島市の山間地、別所谷町にお住まいだった保下さ
んは、元日の午後、奥様と帰省中のお嬢様と一緒に七
尾市の商業施設にいました。地震発生時、一緒にいた
家族は無事でしたが、実家には高齢のお母様がおひと
りで留守番。電話をしてもつながらず、帰る道路はい
たるところが寸断され、不安の中、３人は車中で一夜
を過ごしたそうです。翌日に車と徒歩で何とか自宅ま
でたどり着き、家は壊れていましたが、近所に避難し
ていたお母様と無事再会できました。
　別所谷町は山間の山村で、外に出られる道路は寸断。
集落のみんなで協力し、まず使えるお宅の納屋等、３
棟を避難所とし、それぞれが壊れた自宅から食料や燃
料、炊事道具や布団、ストーブ等を持ち寄り、合計
88人で避難所生活を送ったそうです。炊き出し、ご
高齢の方のお世話、山からの水をトイレに引く、外に
出る山道のルートを古老に聞いて確保するなど、山に

生きてきた人びとの知恵と工夫をいかし、孤立した中
でも励まし合って避難生活を続けたとのこと。教えら
れることが多いお話でした。
　そして、１月６日、集落の方がた全員が自衛隊のヘ
リコプターで救助されました。保下家では猫の「ひめ」
も一緒にヘリコプターに乗れました。その後一家は親
しい知人がお住まいの本庄市へ身を寄せることになり、
まず市営住宅へ。２月中に知人や地元の皆さんが紹介
してくれた空き家に移り、市内で生活されています。
市民の方がた、行政や社会福祉協議会の職員、本庄の
人びとの心の温かさに心から感謝します、とおっしゃ
ってくださいました。実際に帰郷するのは困難である
という厳しい現実に心が痛みますが、一方、ＳＮＳで
集落の皆さんとのつながりを保っているというお話に、
救われる思いです。
　お嬢様の真澄さんは、都内で切り絵作家として活躍
されています。『輪島の棚田』の切り絵作品を頂戴し
ましたので、市役所の市民ホールに飾りました。
　改めて被災された皆さまにお見舞い申し上げつつ、
おひとりおひとりの生活再建がしっかり進んでいくこ
とを願ってやみません。

市

市市市


